
秦
野
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
　
会
　
長
　
熊
　
澤
　
道
　
子

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

令和元年 12 月１日
民生委員・児童委員委嘱式

 

　
昨
年
十
二
月
に
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、
新
た
な
体
制

で
民
児
協
活
動
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
私
も
微
力
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
重

責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
「
和
」
を
大
切
に
広
く
情
報
交
換
を
行

い
な
が
ら
、
お
互
い
に
支
援
し
合
っ
て
活

動
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
今
日
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
課
題

も
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
か
ら
、
複
雑
・

多
様
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
全
国
民
生
委

員
児
童
委
員
連
合
会
の
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
あ
り
ま
す
「
支
え
あ
う
　
住
み
よ
い
社

会
　
地
域
か
ら
」
の
も
と
、
常
に
住
民
に

寄
り
添
い
、
身
近
な
相
談
相
手
と
な
り
、

つ
な
ぎ
役
と
な
っ
て
、
共
に
支
え
あ
う
安

心
な
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け

て
、
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
歴
史
あ
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度

の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
、
皆
様
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　
地
域
援
護
部
は
、
広
域
的
な
活
動
が
主

で
あ
り
、地
域
の
身
近
な
支
援
者
と
し
て
、

ま
た
、
市
・
そ
の
他
諸
団
体
の
事
業
へ
の

協
力
に
つ
い
て
、
全
部
員
が
心
を
合
わ
せ

て
活
動
し
て
参
り
ま
す
。 

　
高
齢
者
の
貧
困
と
孤
立
に
目
を
留
め
、

新
し
い
状
況
を
築
け
る
よ
う
に
人
知
れ
ず

手
を
差
し
伸
べ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
関
係
機
関
と
連
携
・
協
働
し
て
皆
で

勉
強
し
、活
動
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
障
害
部
会
長
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
部

会
長
の
方
々
の
ご
指
導
を
頂
き
、
ま
た
、

各
地
区
正
副
部
長
の
協
力
を
得
な
が
ら
し

っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　『
あ
な
た
の
心
の
一
言
が
周
り
の
人
の

心
を
変
え
る
』

 

　
子
ど
も
の
笑
顔
に
は
、
心
を
癒
さ
れ
る

ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、
取
り
巻
く
環
境

は
決
し
て
楽
観
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
環
境
や
そ
の
裏
側
に
あ
る

事
柄
を
学
び
合
い
、
心
を
寄
せ
ら
れ
る
隣

人
に
な
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

 

　
一
昔
前
、
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
は
家
族
に

と
っ
て
も
、
社
会
に
と
っ
て
も
「
宝(

子

宝)

」
と
し
て
、
喜
び
の
中
で
受
け
入
れ

ら
れ
た
も
の
で
す
。
将
来
を
支
え
る
子
ど

も
達
と
、
子
育
て
中
の
親
に
寄
り
そ
い
な

が
ら
支
援
し
て
行
く
責
務
を
感
じ
て
い
ま

す
。

 

　「
ま
な
ざ
し
」の
発
行
を
楽
し
み
に
待
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
を
目

標
に
、
新
メ
ン
バ
ー
で
知
恵
と
力
を
合
わ

せ
て
企
画
編
集
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
記
事
の
お
願
い
の
際
は
、

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
援
護
部
会
長

遠
　
藤
　
　
　
浩

児
童
部
会
長

小
　
澤
　 

み
つ
江

主
任
児
童
委
員
部
長

関
　
　
　
修
　
司

広
報
部
長

江
　
口
　
純
　
一

高
齢
部
会
長

阿 

久 

津
　
　  

茂

障
害
部
会
長

中
　
村
　
次
　
義



　　

熊
澤　

道
子
（
民
児
協
会
長
・
本
町
）

　

丸
山　

清
江
（
民
児
協
副
会
長
・
鶴
巻
）

　

和
田　

房
枝　
（
南
）

　

猪
股
登
美
子　
（
東
）

　
　

川　

士
朗　
（
北
）

　

中
志　

陽
一　
（
大
根
）

　

添
野　

幹
子　
（
西
）

　

石
川　

義
雄　
（
渋
沢
）

　

水
流
嘉
津
子　
（
末
広
）

　

須
永　

克
子　
（
南
が
丘
）

　

北
村　
　

均　
（
広
畑
）

　

田
村　

正
一　
（
堀
川
）

　　

遠
藤　
　

浩　
（
地
域
援
護
部
会
長
）

　

阿
久
津　

茂　
（
高
齢
部
会
長
）

　

中
村　

次
義　
（
障
害
部
会
長
）

　

小
澤
み
つ
江　
（
児
童
部
会
長
）

　

関　
　

修
司   

（
主
任
児
童
委
員
部
長
）

　

江
口　

純
一　
（
広
報
部
長
）

　

令
和
元
年
12
月
１
日
（
日
）
13
時
30
分

よ
り
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
任
委
員
84
名
、
再
任
委
員
１
６
５
名

（
合
計
２
４
９
名
）
の
方
々
に
、
加
藤
勝

信
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
が
、
高

橋
昌
和
市
長
よ
り
交
付
さ
れ
、
民
児
協
活

動
の
あ
ら
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
95
名
の
委
員
が
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
在
任
中
の
ご
活
躍
に
感
謝
致

し
ま
す
。

　

な
お
、
一
斉
改
選
の
概
要
お
よ
び
推
移

を
下
表
に
掲
載
し
ま
し
た
。

つ
　
る 民

児
協

新
役
員
紹
介

▼
地
区
会
長
（
常
任
理
事
）

▼
部
会
長
・
部
長

三
年
に
一
度
の

　
　 

一
斉
改
選

令和元年12月1日 現在

＜民生委員・児童委員 推移＞

＜民生委員・児童委員 一斉改選概要＞
地　区　名
定　　数

合　　　計
未　選　出

本町 南 東 北 大根 西 渋沢 末広 南が丘 広畑 鶴巻 堀川 計

再　

任　

者

新　

任　

者

男
女
男
女

男
女
男
女

26
7
9
0
1
17
3
2
0
0
5
22
4

25
5
10
0
1
16
0
8
0
1
9
25
0

20
7
5
0
1
13
4
2
0
1
7
20
0

18
1
4
1
0
6
5
6
0
1
12
18
0

19
6
7
0
2
15
1
3
0
0
4
19
0

24
4
10
0
1
15
4
4
0
1
9
24
0

25
6
11
0
1
18
1
5
0
1
7
25
0

23
7
7
0
0
14
2
3
0
1
6
20
3

17
5
4
0
1
10
1
4
0
1
6
16
1

17
4
8
1
0
13
1
1
0
1
3
16
1

25
5
6
1
1
13
6
5
0
0
11
24
1

21
6
8
0
1
15
0
4
0
1
5
20
1

260
63
89
3
10
165
28
47
0
9
84
249
11

民生委員
児童委員
主任児童
委員
　　
民生委員
児童委員
主任児童
委員
　　

計

計

委嘱数定数年　　度 平均年齢
性　別
男 女 再任 新任

再任 /新任

平成19年
平成22年
平成25年
平成28年
令和元年

252
253
258
260
260

240
237
245
256
249

89
95
99
102
94

191
142
146
154
155

141
153
153
153
165

99
84
92
103
84

61.6歳
62.9歳
64.5歳
65.3歳
67.3歳

※令和元年12月１日現在



　

本
町
地
区
社
協
と
本
町
・
末
広
民
児
協

の
児
童
部
、
主
任
児
童
委
員
で
は
、
年
３

回
、
４
・
６
・
11
月
に
本
町
公
民
館
で
「
マ

マ
と
キ
ッ
ズ
の
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
」（
以
下
、

サ
ロ
ン
と
い
う
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
の
お
話
や
遊
び
、
そ
し

て
お
母
さ
ん
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
で
子
育
て
の
支
援
が
で
き
れ
ば
と

活
動
し
て
い
ま
す
。　

　

令
和
元
年
11
月
13
日
（
水
）
に
第
22
回

目
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
結
果
を
発
表

し
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
今
後
の
活
動
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
参
加
者　

20
組

（
保
護
者　

21
名
、
子
ど
も　

23
名
）

②
参
加
者
地
区　

合
計
23
名

③
開
催
関
係
者　

21
名

（
保
健
師
１
名
、
す
え
ひ
ろ
こ
ど
も
園
保

　

育
士
２
名
を
含
む
）

④
参
加
子
ど
も
年
齢

⑤
サ
ロ
ン
へ
の
参
加
は
何
回
目
で
す
か

⑥
こ
の
サ
ロ
ン
を
ど
こ
で
知
り
ま
し
た
か

⑦
ほ
っ
と
一
息
で
き
ま
し
た
か

　
⑧
保
護
者
の
意
見
、
感
想

　

◇
休
日
に
も
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て

　
　

い
た
だ
け
る
と
、
父
親
の
参
加
も
で

　
　

き
て
子
ど
も
の
遊
び
の
様
子
も
わ
か

　
　

る
の
で
ご
検
討
お
願
い
し
ま
す
。

　

◇
家
の
近
く
の
公
民
館
で
開
催
し
て
く

　
　

れ
た
事
が
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

◇
保
育
士
さ
ん
の
手
遊
び
に
子
ど
も
が

　
　

夢
中
で
う
れ
し
か
っ
た
。

　

◇
２
人
（
２
歳
・
２
か
月
）
を
連
れ
て

　
　

遊
び
に
出
か
け
る
の
に
苦
労
し
て
い

　
　

た
の
で
、
今
回
の
よ
う
な
機
会
が
あ

　
　

り
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

◇
と
て
も
温
か
い
雰
囲
気
で
す
。

　

◇
親
子
で
作
っ
た
お
や
つ
が
美
味
し　

　
　

か
っ
た
で
す
。（
多
数
）

⑨
保
健
師
へ
の
相
談
内
容

　

◇
離
乳
食
の
進
め
方

　

◇
頭
の
形
に
つ
い
て

　

◇
４
か
月
健
診
の
内
容
・
受
診
の
と
き

　
　

の
注
意

⑩
反
省
会
で
の
意
見
、
感
想
等

　

◇
入
口
に
も
っ
と
大
き
な
ポ
ス
タ
ー
掲

　
　

示
が
必
要　

⇩　

Ａ
３
サ
イ
ズ
へ

　

◇
父
親
の
参
加
は
初
め
て
で
よ
か
っ
た
。

　
　

子
ど
も
か
ら
元
気
を
も
ら
え
る
。

　

◇
開
催
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
た
方
が

　
　

い
い
。
（
特
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　
　

時
期
）

　

◇
自
身
が
担
当
す
る
地
区
か
ら
の
参
加

　
　

が
少
な
い
と
感
じ
た
。

数値は人数

数値は組数 数値は組数

地
　
区
　
活
　
動
　
だ
　
よ
　
り

「
マ
マ
と
キ
ッ
ズ
の
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
」

　
　
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
と
報
告

本
町
地
区
社
協
、
本
町
・
末
広
民
児
協

地   区

本 　 町

末 　 広

 南  

南 が 丘

渋 　 沢

 東  

人数

7名

4名

6名

4名

1名

1名

回　数

1 回

2 回

3 回

4 回

5回以上

組数

12 組

 3 組

 1 組

 3 組

 1 組



　

本
町
地
域
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

本
町
四
つ
角
か
ら
平
塚
方
面
へ
50
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
一
角
に

配
置
し
、
秦
野
市

か
ら
委
託
を
受
け

高
齢
の
方
た
ち
の

保
健
、
福
祉
、
生

活
に
関
す
る
総
合

的
な
相
談
窓
口
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
は
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
１
名
、

社
会
福
祉
士
３
名
、
保
健
師
１
名
、
看
護

師
１
名
の
計
６
名
で
す
。

　

担
当
地
域
で
あ
る
本
町
地
域
は
人
口
２

万
１
３
９
７
人
、
そ
の
中
で
高
齢
者
数
は

６
１
３
５
人
で
す
。
高
齢
化
率
は
30
％
弱

で
す
が
、
地
域
内
に
あ
る
団
地
は
高
齢
化

率
50
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
が
受
け
付
け
る
年
間
の
相
談

件
数
は
、
昨
年
の
実
績
で
は
５
０
０
０
件

ほ
ど
で
、
半
数
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

申
請
や
利
用
す
る
た
め
の
相
談
で
す
。
残

り
半
数
は
認
知
症
相
談
、介
護
・
医
療
相
談
、

高
齢
者
の
権
利
を
守
る
た
め
の
相
談
（
消

費
者
被
害
な
ど
）、
生
活
上
の
困
り
ご
と

等
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
が
よ
く
話
さ
れ
る
想
い
は

「
健
康
で
い
つ
ま
で
も
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
行
な
え
て
、
人
に
迷
惑
を
か
け
た
く

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
ら
し
く

生
活
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
外
出
す
る

こ
と
が
で
き
て
、
仲
間
が
い
て
、
元
気
で

い
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
お
互
い
を
思
い
や

り
、
気
に
か
け
て
気
に
か
け
ら
れ
て
「
お

た
が
い
さ
ま
」
の
観
点
で
生
活
で
き
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
は
仲
間
づ
く

り
や
居
場
所
づ
く
り
を
通
し
て
、
生
活
の

し
づ
ら
さ
を
少
し
で
も
解
消
で
き
る
仕
組

み
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
提
案
の
一

つ
と
し
て
さ
わ
や

か
体
操
を
用
い
た

定
期
的
な
体
操
の

会
を
開
催
し
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
健

康
を
維
持
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
拠
点
は

28
ヶ
所
と
な
り
、
さ
ら
に
拠
点
の
拡
大
に

も
努
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
そ
の
場
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
様
子
を
把
握

し
、
孤
立
し
た
人
が
生
じ
な
い
よ
う
に
支

援
が
必
要
な
人
を
見
つ
け
る
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
共
生
社
会
と
い
う
言
葉
を
お
聞
き

に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

「
全
て
の
人
が
社
会
の
一
員
と
し
て
互
い

に
尊
重
さ
れ
、
社
会
か
ら
孤
立
せ
ず
、
共

に
助
け
合
い
、
共
に
支
え
あ
う
社
会
」
の

こ
と
で
す
。
地
域
の
絆
と
さ
れ
る
自
治
会

活
動
の
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
課
題
が

あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
に
見
守
り
や
支
え

あ
い
、
助
け
合
い
活
動
を
進
め
、
皆
様
の

地
域
で
交
流
の
場
が
多
く
な
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

私
た
ち
も
地
域

の
皆
様
が
集
う

『
居
場
所
』
に
声

を
か
け
さ
せ
て
頂

き
、
出
前
講
座
な

ど
を
開
催
し
、
相

談
窓
口
の
紹
介
や

情
報
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。　

　

私
た
ち
は
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、
今

後
ま
す
ま
す
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

担
当
会
長　
　

川　

士
朗　
（
北
）

　

部　
　

長　

江
口　

純
一　
（
末
広
）

　

副  

部  

長　

吉
本　

邦
彦　
（
南
が
丘
）

　

副  

部  

長　

渡
邉　

俊
夫　
（
鶴
巻
）

　

部　
　

員　

安
居
院
孝
文　
（
本
町
）

　
　
　

〃　
　

井
上
美
佐
江　
（
南
）

　
　
　

〃　
　

堀
一　

憲
行　
（
東
）

　
　
　

〃　
　

伊
澤　
　

孝　
（
北
）

　
　
　

〃　
　

加
藤　

清
春　
（
大
根
）

　
　
　

〃　
　

前
田　

郁
子　
（
西
）

　
　
　

〃　
　

井
上　
　

貢　
（
渋
沢
）

　
　
　

〃　
　

髙
橋　

恭
子　
（
広
畑
）

　
　
　

〃　
　

山
田
惠
美
子　
（
堀
川
）

　

民
児
委
員
の
一
斉
改
選
に
よ
り
、
広
報

部
も
部
員
12
名
の
う
ち
10
名
が
新
任
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

広
報
部
の
活
動
を
こ
れ
か
ら
学
び
つ
つ

実
践
し
て
い
く
と
い
う
一
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。
部
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

皆
様
に
親
し
ま
れ
、
読
み
や
す
い
紙
面

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
と
、
各
地

区
の
活
動
及
び
事
例
報
告
な
ど
積
極
的
に

提
供
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
渡
邉
）
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至平塚

みずほ
銀行

本町
四つ角

本町地域
高齢者

支援センター

は
だ
の
さ
わ
や
か
体
操
で

　
　
　
　
　
　
　
健
康
つ
く
り

地
域
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
に

本
町
地
域

　
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

私
た
ち
の
活
動

新
広
報
部
員
紹
介


